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鉄道車輛を移動式スーパーに仕立てあげた「買い物列車」に関する研究 

Evaluation and Consideration of "Shopping Trains" that Have Made Trains into Mobile Supermarkets 

小山田祥，二宮伊真里，松本和樹，西山敏樹 
Sho Oyamada, Imari Ninomiya, Kazuki Matsumoto, Toshiki Nishiyama 

Nowadays, the concentration in the city center is regarded as a problem, and the number of supermarkets is 
decreasing as the population declines in rural areas, and elderly people who do not have a car feel 
inconvenienced in their lives. Therefore, in our laboratory, we conducted a demonstration experiment of a 
"shopping train" that made a railroad car into a mobile supermarket on the Izukyu line in Shizuoka 
prefecture. Shopping trains have many merits, such as easy-to-understand venues, the ability to transport 
many products at once, and the activation of local railways themselves. Through this demonstration 
experiment, it became clear that there are great expectations for the practical application of shopping trains. 
Therefore, we will consider whether this initiative can be continued forever from these raw voices and data.                                                                                                                                                                                     
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1. 本研究の背景と目標 

昨今，都心部への人口の一極集中により，郊外

部では人口減少による街の衰退，高齢化問題等が

深刻化している．人口の流出は，様々な公共サー

ヴィスの廃止や質の低下を招く．結果的に更なる

人口の流出，街の衰退という悪循環を生む．現状，

これらの問題には様々な方面から解決へのアプ

ローチがなされている．本研究ではこれらの問題

の中から買い物弱者の問題に着目する．日常的に

使われる鉄道通勤車輛を移動スーパーに仕立て

上げた「買い物列車」の企画と実証評価を研究の

目標に据えた．この論文ではその成果を述べる． 
 

2. 「走るスーパー・買い物列車」の概要 

買い物列車とは，鉄道車輛を用いた移動式スー

パーのことを指し，筆者が命名したものである．

通勤型の鉄道車輛の中で座席部等に商品を陳列

させ車輛をスーパーに仕立て上げるものである．

駅の周辺にスーパー等の買い物が出来る環境が

無い駅に長時間列車を停車させ，停車中の車内で

買い物をしてもらう取り組みである．筆者の取り

組みでは，単線区間上にある上下すれ違いが可能

な駅の 2つのホームの内，片方のホームに買い物
列車を止めておく様にした．今回の実証実験では

貸切列車の扱いとして，通常の旅客列車の合間を

縫って走り，極力長い時間停車させられるように

した．筆者の実証実験では静岡県の伊豆急行株式

会社に協力頂き，伊豆急行線伊豆高原駅から伊豆

急下田駅の間で 2021年 10月 6日及び 2022年 1

月 12日に実証実験を行った．使用した鉄道車輛
は日常的に地域輸送で使われる伊豆急行 8000系
の 3両編成で，途中伊豆大川・片瀬白田・稲梓・
蓮台寺の 4 駅に計 6 回停車を行った．第 1 回目
の販売商品は，生鮮野菜，地域限定品，飲料，お

菓子，調味料，乾物類や麺類，インスタントラー

メン，日用消耗品を主とした．第 2回目では第 1 

図１ 買い物列車に使用した伊豆急行 8000 系 

図２ 買い物列車内の商品陳列の例 
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回目開催時に要望の多かったお弁当やパン，酒類

や冷凍品等を追加した．2回とも生肉や生魚等の

腐りやすい生鮮品，お惣菜等の加工品は衛生管理

の関係から難しいと判断して，販売を見送った． 
 

3. 通勤用鉄道車輛を援用した理由 

今回の実証実験で鉄道を用いた理由としては，

大きく以下の 3点が挙げられる．1点目は，一度
に多くの種類および数の商品を提供できる点で

ある．トラックを用いた移動スーパーでは，約

400種類の商品を取り扱っているが，コンヴィニ
エンスストアの取り扱い点数が平均 2500種類で
あることと比較すると，少々劣ることは言うまで

もない．トラックと今回用いたような 20m級の
鉄道車輛 3両編成の面積を考慮すれば，鉄道車輛
の利用が優位なことは想像に難くない．2点目と
して，買い物が出来る場所を鉄道駅にするため，

誰もがイメージの付く「分かりやすくて，目立つ

場所」での展開が可能な点である．従前の自動車

での移動スーパーの欠点としては，開催の場所が

変化するために，どこに行けば良いかが判り難い

という問題が存在した．今回の筆者の実証実験の

ターゲットである買い物弱者の方々とは，総務省

の行政評価局による「買物弱者対策に関する実態

調査結果報告書」にある通り(文献[1])，高齢者を
想定することが圧倒的に多い．故に，サーヴィス

自体の分かりやすさということは，非常に重要で

ある．3 点目は，買い物難民問題の解決と共に，
地方鉄道の活性化も同時に行える点である．公共

交通が衰退している問題にも関連するが，地方の

ローカル鉄道線は利用者の減少で経営が厳しい

路線が多い．そこで列車を走るスーパーに仕立て

買い物難民を防ぐことに鉄道車輛を用いること

で，地元の路線への関心を高め，活性化に繋げる

ことが出来る．以上の 3点から，鉄道車輛を走る
スーパーに仕立てることは，意義が大変大きい． 
 

4. 第 1回目の実証実験までの流れ 

買い物弱者の方々とは，先述したように高齢者を

想定することが多い．東伊豆町「第 2期東伊豆町
まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略」

(文献の[2])を見ても，高齢者の増加問題は，都市
生活上大変多くの課題があることが判る．ゆえに

買い物列車の取り組みの告知を広く東伊豆地域

で行うにあたり，Twitterや Facebook等の SNS
等を用いた近代的な告知ではなく，新聞及びポス

ティング等のアナログな方法を積極的に取った．

図３ 伊豆急行の駅構内への買い物 

 列車告知のポスター掲示 

(上が 1回目の掲示の様子，下が 2回目の内容) 

 
実際に第 1回目の実証実験では，買い物列車の
停車駅周辺住宅に向けた告知ポスターの配布

(500枚以上)，新聞の記事での告知(2回)，沿線の
自治体による一斉電子メイルの送信(東伊豆町・
下田市)，駅構内のポスター掲示(伊豆急行線内の
9駅：図 3)，沿線の宿泊施設・観光協会・商店等
へのポスター掲示，地方ローカル放送局での告知

(IKC 伊豆急ケーブルネットワーク及び下田有線
放送等)を主な告知方法とした．また，今回の実
証実験で販売する商品については，開催の頻度や

商品数を考慮して企業から直接仕入れを行わず， 
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図４ 第 1回目の買い物列車の車内の様子 

図５ 第 1回目の買い物列車の車外の様子 

 
筆者らで直接購入をして販売を実施した．地域の

限定品については，全て販売の許可をいただいた． 
 

5. 第 1 回目の実験結果 

・来場者数と販売数について 

第 1回目の買い物列車実証実験では，伊豆大川
駅 132名，片瀬白田 114名，蓮台寺 38名，稲梓
22名の計 306名の方が買い物に来た，当日は 67
名の方に聞き取りの調査を行った(有効回答者も
67名)．年齢の内訳は 20歳以下 2名，21歳～30
歳 6名，31歳～40歳 7名，41歳～50歳 6名，
51歳～60歳 5名，61歳～70歳 12名，71歳～
80歳 18名，81歳以上 6名，未回答 5名という
結果となった．61歳以上が全体の 58％を占めて
最多の年齢層も，71歳～80歳であった．買い物
弱者の年齢層が高いことは，上記結果からもうか

がえる．また商品を約 660点用意したが開始早々
に品薄となり，途中の駅で急遽追加をすることに

なった．最終的に，800 点がほぼ完売となった．

図 4は，1回目の実験の買い物列車の車内の様子
である．図 5は買い物列車の車外の様子である． 
 
・商品ごとの売れ行きと利益について 

第 1回目では，ほとんどの商品が完売してしま

った．とりわけ，野菜と地域限定品の売れ行きが

好調であった．結果的に商品購入費用約 96,000

円に対して売上が，約 126,000 円となった．商品

の販売で生まれた利益は，約 30,000 円となった． 

 

・当日の参加者の評価とメディアでの取材結果に

ついて 

当日は筆者もヒヤリング調査にあたり，直接

「良い取り組みである」，「とても助かる」などの

多くの肯定的な意見をもらった．当日取材に来た

各マスコミの記事でも，「買い物のお店へ，誰か

に連れて行ってもらわないといけないから有り

難い仕組み」，「歩いて行ける鉄道駅で買えるのは

助かる．良い試みで続けてほしい」（静岡第一テ

レビニュース），「自分で選んで買うのは楽しいし

同じ地域にいる知人と久々に顔を合わせること

が出来たのも良かった」(伊豆新聞)などの意見が

掲載された．買い物列車の企画への 5 段階評価で

は，有効回答者 67名で平均 3.85となり，買い物

列車が定期化した場合の利用可否に関する質問

では，実に 89％の方々が利用したいと回答した． 

 

・第 1回目の問題点 

初めての試みで多くの問題が発生したが，商品

の数と種類が足りないという声が目立った．特に，

お弁当およびパン等の総菜系商品の要望が多く 

図６ 奥の扉部に冷凍庫を配置 

  した第二回買い物列車 
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買い物に来た高校生からは放課後に食べ歩きが

出来るものが欲しいといった声も見られた．その

他に，混雑時に会計まで 10分以上待たせる場面

(図 4 のように手前にある会計に向けて結果的に

長い列が出来てしまった)や，車内のスペースの

限界により車内の自由な行き来を阻害している

という問題が指摘され以後の改善課題となった． 
 

6.  第 2 回目の実証実験までの流れ 

第 2 回目では，第 1 回目の問題点を改善しなが

ら実験を展開した．主な改善点として，商品数を

前回の 1.5 倍以上の約 1,300点に増やした．又，

商品の種類も増やして，第 1回目の開催時にアン
ケートで要望が多くあった弁当，パン，酒，文房

具，冷凍品(図 6の通り冷凍庫も設置)等を新たな
ジャンルとして追加した．お酒や冷凍品の販売に

関しては，伊豆急行のグループ企業である伊豆急

物産の協力を得て販売を行った．基本的には，第

1回目と変わらない手順で準備を行ったが，告知

のポスティングの枚数を 800枚にまで増やして，
第 1回目よりも多くの範囲に配布を行った．また

SNS アカウント(Twitter・Instagram)を用いて
の告知，地元マスコミを通じての広報も行った． 
 

7.  第 2 回目の実験結果 

・来場者数と販売数について 

第 2 回目では，伊豆大川 68 名，片瀬白田 70
名，蓮台寺 57名，稲梓 14名の計 210名の方が
来た．当日は，49 名の方(49 名が有効回答者数)
に，聞き取り調査を行った．年齢層の内訳は 20
歳以下 3名，21歳～30歳 4名，31歳～40歳 2
名，41歳～50歳 5名，51歳～60歳 13名，61
歳～70歳 9名，71歳～80歳 6名，81歳以上 0
名で未回答 7 名という結果になった．第 1 回目
と異なり，51歳～60歳の方々の割合が最も高く 

図７ 第 2回目の買い物列車の車内の様子 

図８ レジでの作業をスムーズにする工夫 

(2 回目の買い物列車) 

 
なり，幅広い年代層の方が来店した．用意した約

1,300点の商品は，約 850点が売れて約 450点が
売れ残ってしまった．結果として，増量分が余る

結果になった．一日走らせる場合には，商品点数

800点がひとつの分水嶺になることが判明した． 
図 7 は，第 2 回目の実験の買い物列車の車内
の様子である．更に図 8は，レジでの混乱を防ぎ，

買い物の時間の短縮化を図るための工夫である． 
 
・商品ごとの売れ行きと利益 

全商品の購入金額である約 170,000 円に対し

結果的に売り上げは 165,000 円となった．売り

上げた商品の仕入れ額は約 114,000 円であった

ので，在庫を次回開催時に持ち越すことで利益を

見込める．売れ筋の商品としては，安価な日用消

耗品(特にラップやキッチン周りのふきん等)が
目立った．第 1回目の人気であった野菜と限定品

は，思いのほか売り上げが伸びない状況となり，

第 1回目からの連続性は見られなかった．更に，

売れ残った商品の共通点として，醤油などの重い

ものと嵩張るものが目立つことが判明した．特に

飲料に関しては，冬場ということもあって殆どの

商品が売れ残った．季節や温度，気候による売れ

行きの変動もあり，柔軟に対応する必要がある． 
 
・当日の参加者の評価とメディアでの取材結果に

ついて 

第 1 回目の買い物列車開催時に多かった商品
の数に関する意見は無くなった．生魚及び生肉，

ブランド品を扱ってほしいという声が少々見ら

れる程度となった．又当該企画への 5 段階評価も

4.02と第 1回目より向上し，87.7%の方が，定期
化した場合にも利用したいと答えた.マスコミの

取材の結果も，第 1回目と同様の傾向であった． 
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・買い物列車を知ったきっかけについて 

第 1回目の実証実験で実施しなかった「買い物
列車の企画を知ったきっかけ」に関連する調査を

ヒヤリング形式で行った．その結果，沿線自治体

による一斉電子メイルの送信が最も多い 11 票で

新聞と SNS が各 10 票，ポスティングと駅ポス

ターが各 6 票であった．そのほかにも，テレビ，

友人からの誘いという回答が少数だが見られた． 
 

8.  買い物列車に対する社会の評価 

2 回の実証実験のヒヤリング結果からも判る

ように，企画自体への 5 段階評価値は高く，参加

者からも肯定的な励みにコメントを多く頂いた．

併せて，多くのマスメディアが筆者の取り組みを

取り上げており，買い物列車のポスター等を投稿

した Twitter の投稿では 2022 年 12 月 15 日
現在で 743 リツイート，1232 のいいねボタン

押印で拡散されており，非常に注目度の高い取り

組みになったことが読み取れる．また，2022 年
7月28日夜の日本テレビ系全国版NEWS ZERO
や，TBS系全国版 Nスタで取り上げられている． 
特に買い物列車は，実用化で買い物難民の救済

だけでなく鉄道事業の活性化モデルになるとの

評価をマスコミからも受けている．メディアへの

追跡調査でも第三者的な高評価を得られている． 
 

9. 実験からの考察と今後の研究上の課題 

今回の 2回の買い物列車の実証実験では，買い
物列車を実際に体験して頂いた方々だけでなく，

各種メディア上でも大変高い評価をもらうこと

が出来ている．又，参加者への聞き取り調査から

も，買い物弱者にとっては大変有効な施策である

ことが証明された．一方で，今回の様な規模では，

車輛の運用費，人件費を賄うことが難しい(車輛
の賃貸費用は東京都市大学側が支出した)．また，
現状では冷蔵庫の積み込みなどに非常に手間が

かかる為，生肉・生魚等の販売が難しく，通常の

スーパーなどと比べると劣ってしまう．更に前日

から買い物列車の準備を行うと，その間の車輛の

運用が出来ない問題も生じうる．定期的な運行に

は，これらの問題の解決こそ必要不可欠になる． 
ゆえに，更なる集客と通常のスーパーとの差別

化を図るため，買い物以外にも何かイヴェントや

企画を加え実施していくことが必要であるとの

結論に筆者の間では達した．実際に，過去 2回の
実験では，「久々に地域の方と会うことが出来て

楽しかった．もっと長く話が出来るような場所が

欲しい」という意見を頂いている．地域交流促進

機能を加えることは，利用者も望んでいる可能性

が高い．上記議論を踏まえ以後の買い物列車では 
① 地元の高校等とコラボレーションし，地元特

産品の販売・PR を行ってもらいながら集客
機能を高める． 

② カフェブースを設け，利用者にとって居心地

の良い滞留したい空間を提供しながら，集客

機能を高める． 
の 2点を進めることにした．併せて一部ブースを

リースし，地元企業やフリーマーケット実施者等

に出店してもらい，安定した収益を上げる方法も

模索することにする．上記の内容を含め，課題と

して，以後の実験でヴァージョンアップを図って

いくこととする．最後に買い物列車の機能・場面

ごとの今後の課題等を以下に整理しておきたい． 
 

・認知度向上等の広報に関する課題 

 2 回の買い物列車の実証実験で，マスコミや

SNS の一定の効果が判明した．一方で，テレビ

やパソコンを苦手とする層，あえて触れない層も

おり，いわゆるメディアを使わない口コミや掲示

等の方法を検討する必要がある．特に駅の掲示に

注目を頂いたが，買い物難民が集まりやすい病院

や福祉施設，役場等での告知も試す意義がある． 
 

・買い物列車へのユニヴァーサルアクセスの課題 

 買い物列車を停車させる必要性が高い駅こそ

無人で，特急列車や急行列車が止まらないケイス

が多い．今回買い物列車を停車させた鉄道の駅は

それ自体がユニヴァ―サルデザイン性に乏しく，

ホームへのアクセスのプロセスに段差や階段等

が多く，エレヴェーターやエスカレーターが無い

事例も多かった．ゆえに，障がいがある方を念頭

に，販売品をリストアップしたメニュー表を用意

し，駅の改札で商品を渡す等の方法をとる必要も 

図９ 十勝バスの買い物バスの事例 
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図 10 近畿日本鉄道のマルシェ列車には 

    沿線の業者が販売で乗り込んでいる 

 
ある．また，買い物列車と共に図 9の様な買い物
バスを地域に運行する方法も検討の余地がある． 
・仕入れの効率化と利益増大に関する課題 

 今回の 2回の実験では，大学側が商品を独自に

用意した．しかしこれでは現実的でない．実用化

に向けては，沿線のスーパーや小売店の乗り込み

と商品持ち込みによる販売が現実的である．筆者

の後発だが図 10の様な近畿日本鉄道のマルシェ

列車でそうした方法をとっており，援用したい． 
・効率的な車輛への搬入・搬出の課題 

 これも上記と同じで，沿線のスーパーや小売店

との協働が必要である．商品が不足した時もその

方が補充がしやすく，搬入・搬出が行い易くなる． 
 

10. おわりに 

今回，実証実験を行った静岡県東伊豆エリアで

は人口の減少，高齢化が進行しており，典型的な

郊外地域の例となっている．筆者は，東急グルー

プの一員として，東伊豆エリアには特別な思い入

れがあった．伊豆急行線を開通させたのが東急の

創始者である五島慶太で，現在も伊豆急行は東急

グループの重要企業である．その影響もあり，東

伊豆エリアをより良い地域に活性化させていく

方法を模索した．その過程で東伊豆エリアの中心

的自治体である東伊豆町が町民に対し行った調

査の結果を参照し，生活する上で困っていること

や不安な項目に「食料や日用品等の買物が不便」，

「バス等の日常交通手段(車が運転出来なくなっ

た時)」が存在することが判った．そこから本実
証実験の実施に至った．今後も，買い物列車の実

証実験を継続する予定で買い物弱者の救出，地方

都市と地方鉄道の活性化のために，活動していく

所存である．特にスペキュラティヴ・デザインの

考え方で，バックキャスティングな姿勢で買い物

列車のあるべき姿を追究し，運用や価値の向上を

図れるよう，さらに研究を進めていく(文献[3])． 
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